
 

趣意書 

子どもを虐待から守る未来へ 

-全国初の先進事例「多機能・都市型児童家庭支援センター建設事業」ご支援のお願い- 

 

平素より、子どもと家族を支える私たちの活動に温かいご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上

げます。私たち SOS 子どもの村 JAPAN は、2010 年に「子どもの村福岡」を開村し、親の元を離れ

て暮らす子どもたちを里親家庭で養育して参りました。その後、2013 年から、公的な相談機関「児

童家庭支援センター」の運営を福岡市から受託し、虐待の未然防止と家族支援に取り組んでまい

りました。法人設立 20 周年を迎える 2026 年の開業を目指し、福岡市西区姪浜において、全国に

先駆けた「多機能・都市型児童家庭支援センター」を開設する運びとなりました。本センターは、虐

待や困難を抱える家庭を早期に支え、安心して子育てできる地域づくりをめざす新たな拠点となり

ます。 

 

【事業の背景】 

日本においては少子化が進む一方で、児童虐待に関する相談件数は増加し続けており、年間

22 万件以上にのぼります。1 日あたり 600 件以上の相談が全国で寄せられ、毎週 1人以上の子ど

もが虐待により命を落としています。その背景には、地域や親族とのつながりが弱まり、身近に相談

できる人がいないなどの社会構造の変化があり、多くの家庭が孤立を余儀なくされています。現在、

家庭を孤立させないための地域拠点の整備が急務となっています。 

 

【事業の概要】 

名称：多機能・都市型児童家庭支援センター 

場所：福岡市西区姪浜 

開設予定：2026 年夏 

 

【多機能・都市型児童家庭支援センターについて】 

全国には現在 195 か所（2025 年 6 月現在）の児童家庭支援センターが設置され、家庭の悩み

や子育ての不安、学校でのトラブルなどを気軽に相談できる公的窓口として機能しています。 

SOS 子どもの村 JAPAN は、2013 年に NPO 法人として本事業を福岡市から受託。以来、子ども

や家族を支える実績を着実に積み重ねてきました。 

そこで私たちは、「相談を受けるだけ」にとどまらず、子どもや家族が安心して過ごせる居場所を

提供し、必要なときに生活を支え、地域とのつながりを広げる取り組みを始めます。 

これまでのように一件ごとの「相談対応」という“点”にとどまらず、子どもや家庭の暮らし全体を地

域社会で支える“面”へと広げていく——そうした多機能・都市型モデルを構築することとしました。 

 

 

 



～相談以外に、本センターに新たに統合する機能～ 

・子どもの居場所 

・子どもショートステイ 

・ヤングケアラー当事者サロン 

・地域交流とネットワーク形成 

・支援が届きにくい家庭への訪問支援(アウトリーチ支援) 

→ 相談から実際の支援・地域づくりまでを一体的に担う、全国でも先進的なモデルです。 

 

【ご協力のお願い】 

本事業は日本財団の助成事業として採択され、本センター建設本体工事の概ね 8 割が助成金

で賄われます。しかし、昨今の資材高騰などの理由により建設資金が不足しているのが現状です。

そこで、企業・団体の皆さまにぜひともお力添えをお願い申し上げます。 

 

【ご寄付の目安】 

1 口 50,000 円（複数口でのご協力を賜れれば幸いです） 

ご支援いただいた企業・団体名は、センター内に掲示させていただきます。 

完成後には内覧会へご招待いたします。 

 

【おわりに】 

2006 年の法人設立当初、わずか数名で始まった私たちの取り組みは、現在では 50 名を超える

専門職体制へと成長し、多様な子ども家族支援を担う組織へと発展しました。これまでの活動は多

くのメディアに取り上げられ、本年春には、こども家庭庁より全国の先進事例として公式に紹介され

るなど、全国の自治体や関係機関から高い注目をいただいております。 

 

私たちは、福岡のこの一拠点から、子どもたちが安心して笑顔で暮らせる社会を、全国へと広げ

ていきたいと考えています。どうか、未来を支えるこの挑戦に、貴社のお力をお貸しください。 

 

お問い合わせ先 

〒810-0042 福岡市中央区赤坂 1-3-14 ブランシェ赤坂 3F 

特定非営利活動法人 SOS子どもの村 JAPAN 

担当：藤本、雪松、柴田 

TEL.092-737-8655 

E-mail：press@sosjapan.org 


